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１．はじめに  これまでに著者らは、湖沼に関するモデルを参考にし

て水路を６つの連結された湖沼のようにモデル化できる可能性につい

て検討してきた。そして前回の発表までに、非灌漑期にあたる 12月か
ら 3月の期間中のモデルの妥当性に関して、良好な結果を得てきた。よ
って今回は灌漑期間中（4月～8月下旬頃まで）の精度向上を探ること
を目的として再検討を行った。また、現地の概念図を図 1に示す。 
２．基礎式  基礎式は多数に及ぶが、クロロフィル a濃度に関する式
は以下のとおりである。 
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2  図 1 現地の概念図 

ただし、Gp：植物プランクトンの増殖速度(day-1)，k2：植物プラ

ンクトンの呼吸速度(℃-1・day-1)，T：水温(℃)，Gz：動物プランク

トンの増殖速度／・s(µg chl.a/mg C・day)，：植物プランクト

ン中の C/Chl.a比(mg C/µg chl.a)，s：動物プランクトンの同化率，

Z：排水中の動物プランクトン濃度(mg C/ℓ)，Pおよび P0：排水中

および流入水中の植物プランクトン濃度(µg chl.a/ℓ)，d：沈降速度

(day-1)，Q0およびQ：流入水量および流出水量(m3/day)，V：排水

路容積(m3)，ay：流域中の降雨と灌漑水の和(m3/day)，Sa：各 block

毎の水田面積(m2)，St：流域内の全水田面積(m2)，rvp：水田からの流入クロロフィル

a濃度(µg chl.a/ℓ) 

 なお、水収支を検討した結果、降雨と灌漑水の農地からの流出率は 0.5
としてこれを利用した。農地のほとんどは水田であり、そこの水質は表 1
のように定数で与えた。支線排水路から幹線排水路に流入する冬期の実測

流入量は表 2のとおりである。 
３．結果と考察  現地での測定値（5箇所）とシミュレーション結果の
計算値とを各水質項目（クロロフィル a，T-COD，全窒素，全リン）別に比較した。このうちクロ
ロフィル a濃度の結果を図に表したもの（図 2～図 6）を次項に示す。また、各水質項目別に 1年
間の平均値を比較した結果を表 3 に示す。なお、本計算は 2002 年～2004 年までの 3 年間を対象
として行っているが、初期データを基に計算するため、初年より 3年目の方がより精度が向上して

表 1 水田の水質 

 灌漑期 非灌漑期 

chl.a(µg/ℓ) 100 0 

有機態窒素(µg/ℓ) 200 0 

無機態窒素(µg/ℓ) 400 400 

有機態リン(µg/ℓ) 25 25 

無機態リン(µg/ℓ) 5 5 

P-COD(mg/ℓ) 2.6 0 

S-COD(mg/ℓ) 0.03 0.03 

表 2 支線からの流入量 

block1 475 

block2 173 

block3 4946 

block4 158 

block5 5283 

block6 8557 

単位はm3/day 
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いると考えられ、当該年に得られた数値をもとに結果を示した。前回までは実測値に比べ計算値の

オーダーは 1桁違っていたので、目的は概ね達成できたと感じている。これは幹線排水路に流入す
る灌漑排水を各 blockの持つ水田面積で比例配分させたことや、水田の水質を表 1のように与えた
ことや、表 2のように冬期の流入量に比例して集落排水程度の汚濁物が流入するようにしたことな
どが影響していると考えられる。目標としていた灌漑期間中に限定して検討したところ、クロロフ

ィル aの項目で block3～6において良好な結果が得られた。表 2より T-CODは block3で、全窒
素は block1で、全リンは block1と block2でよく一致していることがわかった。 
４．おわりに 
この研究には、三重県庁の方々に快く資料を提供していただいた。記して、謝意を表す。 
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表 3 平均値の比較 

 chl.a COD 全窒素 全リン 
 µg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ Mg/ℓ 

block1(実測) 94 13 6.9 0.71 
block1(計算) 155 27 9.1 0.68 
block3(実測) 140 12 5.8 0.64 
block3(計算) 52 8 9.7 0.81 
block4(実測) 194 14 4.3 0.43 
block4(計算) 148 23 9.8 0.80 
block5(実測) 179 13 3.1 0.30 
block5(計算) 172 28 13.1 1.10 
block6(実測) 154 12 3.5 0.33 
block6(計算) 154 25 15.0 1.28 


